
トライボロジー 

トライボロジーロードマップを振り返る 

トライボロジー分野については、当学会が「技術ロードマ

ップから見る2030年の社会」(1)を発行したのと同じ 2016 年

に、専門学会である日本トライボロジー学会がトライボロジ

ーロードマップ研究会報告書(2)を発行している。これは学会

の創立 60 周年を記念した活動の一環として、トライボロジ

ーロードマップ研究会が取り纏めて発行したものである。 
この報告書では、「トライボロジーの技術は機械の基盤技

術である要素に深く係る技術であるので、製品開発において

研究開発の表にでてくることは少なく、表に出てくるときは

その開発の障害になる場合である。したがって、製品開発の

際にトライボロジー技術がどのように係るかを分析する必

要がある。その分析が本研究会予備の『トライボロジーロー

ドマップ検討研究会』で行われ、『技術俯瞰図』という形で

提示された」とある。すなわち、トライボロジー技術はシス

テムと組み合わされて初めて価値をなすものであり、よって

システムとの関連の中で議論されるべきものである、という

ことである。 
この考えに基づき、当該報告書ではトライボロジー技術俯

瞰図(3)が示されている。この俯瞰図では、転がり軸受や潤滑

油のようなトライボロジー要素が、工作機械やエンジンのよ

うなシステムとどのようなつながりがあるかをマトリクス

的に明示したものである。さらにここからロードマップを描

くには、この俯瞰図をもとに、要素側の技術革新（ボトムア

ップ）とシステム側の開発戦略（トップダウン）を重ね合わ

せて議論する必要があるが、その困難さとして当該報告書で

は、①企業側の開発ロードマップが開示されにくいこと、②

俯瞰図にさらに時間軸を加えた複雑なものになるので多大

な労力を要すること、の２点が挙げられている。 
これらの指摘はいずれも妥当な指摘と考えられるが、①に

ついては当学会のロードマップを基礎とすること、②につい

ては網羅的ではなく重要性の高いものについてロードマッ

プに注力すること、により解消するのではないかと考える。

当部門としてはこのような方向でロードマップの議論を継

続していきたい。 
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